
 

 

 

 

 

１．採用薬品情報（2025/9/29 薬事審議会） 

 1）新規採用薬剤 

①ゼポジアカプセル 

 薬価 スターターパック：\12313.3 0.92mg：\4792.8 

【薬効分類】潰瘍性大腸炎治療剤 

【効能・効果】 

 他の薬物療法(5-アミノサリチル酸製剤、ステロイド等)で適切な治療を行っても、疾患に起因

する明らかな臨床症状が残る中等度から重症の潰瘍性大腸炎に投与する。 

【用法・用量】 

 通常、成人にはオザニモドとして 1～4 日目は 0.23mg、5～7 日目は 0.46mg、8 日目以降は 0.92mg

を 1 日 1 回経口投与する。 

②ルムジェブ注 100 単位/mL 

 薬価：\258.0 

【薬効分類】抗糖尿病剤 

【効能・効果】 

 通常、成人では 1 回 2～20 単位を毎食事開始時に皮下注射する。 

本剤形は持続皮下注入ポンプを用いて投与する剤形です。 

【用法・用量】 

本剤は、ヒューマログ注と比べて作用発現が速いため、食事開始時（食事開始前の 2 分以内） 

に投与すること。また、食事開始後の投与の場合は、食事開始から 20 分以内に投与する。 

2）後発品変更薬剤  

 ロゼックスゲル.0.75％→メトロニダゾールゲル 0.75％「マルシン」 

3）削除品目 

１．ロゼックスゲル.0.75％ 

 

２．新規 院外処方薬（院外処方箋でのみ処方可）  

⚫ ブイタマクリーム 1％ 

⚫ ブテナフィン塩酸塩液 1％10mL 

⚫ プレドニゾロン散 1％ 

⚫ レルミナ錠４０ｍｇ 

⚫ Ｌ－ケフレックス顆粒５０％
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薬薬剤剤情情報報 



３．医薬品安全性情報 

 

 

 

４．添付文書改訂情報 

 

レニン-アンジオテンシン系阻害作用を有する医薬品において 

腸管血管性浮腫についても潜在的なリスクである可能性があること、副作用の報告件数が有意に増加し

たこと、因果関係が否定できないことが評価され追記に至りましたので下記に示します 

 

 



 

 

 

 


